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各 国 の 繊 維 板 規 格 （1）
　―ジメンショナル・スタビリティ―

　　　　　新　納　　　守

　は　じ　め　に
　日本，米国，英，南阿連邦，ドイツ，北欧，ソ連，
フランス，計８地域の繊維板の規格，即ち，試験方法
と格付けについて試験項目別に順次紹介する。
　集めた規格は次の通りである。
1． 日　 本： 　JIS－A－5905－1961
　　　　　　  　JIS－A－5906－1961
　　　　　　  　JIS－A－5907－1961
2． 米   国：   ASTM－D－1037－60T－A
                ASTM－D－1037－60T－B
 　　　　　　   FS－LLL－H－35－1955
　　　　　  　  FS－LLL－F－32lb－1942
　　　　　　　  FS－UU－W－101a（1）－1952
　　　　　　　  CS－112－43
　　　　　　　  CS－42－49
　　　　　　　  CS－251－63
3．英　 国：    BS－1142－1961
4．南阿連邦：   SABS－540－1955
5．ドイツ：     DIN－52350－1953
　　　　　　    DIN－52351－1956
　　　　　　 　 DIN－52352－1953
　　　　　　　  DIN－68750－1958
6．ソ　 連：  　GOST－4598－60
7．フランス：   PN－B－51-100～110－1961
8．北　 欧：　　NWTA－1947
9．F A O：      FIBERBOARD＆PARTICLE
　 　　　　　   BOARD－1957

　規格そのものについて簡単に説明しよう10）。
ＡＴＳＭは米国の団体規格であって，３年毎に全収版
が発行され，その間は毎年追録が発行される。最新号
は11分冊になっており，木材に関係ある分冊は第６分
冊である。
　ＡＴＳＭ　は　AMERICAN SOCIETY FOR TES－

TING MATERIALS の略で Ｄ は MISCELLANEOUS
MATERIALS の分類記号，1037 は番号，60 は年号
を組合せたものである。この協会は世界的に権威のあ
る団体で米国におけるあらゆる材料およびその試験方
法に関する調査研究を行い，他の団体とも密接な協力
態勢をとって工業標準化の促進に努力し，政府機関と
は相互協定の形で仕事を進めており，ことに，連邦調
達局，国防省などでは，それぞれの決める仕様書の中
にＡＳＴＭの規格をできるだけ多く採用するようにし
ている。
ＦＳは米国の官庁規格であって，FEDERAL SPECIF－
ICATION　＆ FEDERAL STANDARDの略で連邦調
達局がつくった政府部内における一切の物資の調達に
関して共通的に使用される構買仕様書を意味する。こ
のＦＳは次の，
（1）全国的に認められている規格,仕様書はできるだ
けそのまま活用する。
（2）業界できめている規格･仕様書でも政府の要求と
一致し，その他に適当なものがないときにはそれを取
り入れる。
（3）納入者の製作の自由度を増すために,できるなら
ば設計・構造・成分に関する直接的な要求の条件より
も機能・性能的な点をおさえるようにする。
の３点を中心にして制定されるといわれる。LLL， U
U，は規格分類で LLL は木材製品を又 UU は紙製
品を意味し，Ｈ, Ｆ,Ｗ,は規格名称の頭文字，35，
321，1，は番号である。又 321b の ｂ は修正回数を
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あらわす。

　ＣＳ　は米国の官庁規格で，　COMMERCIAL

STANDARD　の略で，官庁規則や官庁統制のために

つくられたものではなく，商品の品質を安定させ製造

市場，使用についての商業上の健全な進歩を目的とし

て一般公共の使用のために制定された規格で，一般の

取引契約に使用されている｡ＣＳは分類はなく一貫番号

で整理されている。

ＢＳは BRITISH STANDARDS の略で分類記号がな

く一貫番号で整理されている。この英国々家規格は世

界各国の間で知られ，海外貿易上にも適用されている

権威のある規格であるといわれている。

　ＳＡＢＳは SOUTH AFRICAN BUREAU OF STANDA－

RDSの略で規格の分類は一貫番号で行っている。

　ＤＩＮ　は DEUTSCHE INDUSTRIE NORMENの略

であったが組織の変更で現在は特に意味を持たない記

号として扱われている。又〝DASIST NORM〟　など

ともいわれる。一貫番号で表わされるが，索引では国

際 10進分類法によって分類している。

 ＧＯＳＴ.一貫番号の他にアルファベットの分類記号

を用いている。ソ連国家規格。

  ＮＦ．NORM FRANCAISEの略。完全に国家規格と

しての性格をもつ。ＮＦ（正式規格），ＰＮ（仮規

格），Ｂは規格分類で石材，ガラス，木材をあらわす。

　一般的にいって，製造される製品の種類は割と単純

であるが，それらの製品はあらゆる環境条件の下であ

らゆる方面に多種多様に使われるものとするとその規

格を設計する場合には，単純な規格だと製造業者は大

いに助かるが使用者は困る場合が出てくるだろうし，

反対に使用者の立場に立って起りうる，考えうるあら

ゆる場合を想定して規格をつくると今度は製造業者が

悲鳴を上げるに違いない。したがってどのような規格

をつくるかということは，規格のための規格か？製造

業者のための規格か？使用者のための規格か？の３点

にそれぞれその地域特有の制限条件をつけ加えればお

のずから答は出てくるものと考える。

　今回はジメンショナル・スタビリティについて述べ

る。織維板のジメンショナル・スタビリティとは大ざ

っばにいって，繊維板がおかれた環境の中で，相対湿

度が変ったときに，繊維板の含水率がそれにつれて変

り，同時に繊維板の長さ，巾，厚さ等のいわゆるジメ

ンションが大きくなったり小さくなったりすることを

指すのである。従って，実際に繊維板を使用するにあ

たっては繊維板のおかれている環境の相対湿度が変っ

ても繊維板のジメンションに変化のないことが一番望

ましいのは当然である。

　これら８地域の規格の中でジメンショナル・スタビ

リティをとり上げているのはわずかに米国，英国，お

よび南阿連邦の３つであって，それも米国　ＡＳＴＭ，

は試験方法のみ，英国は参考的な試験方法と結果を示

しているだけではっきりとした規格はない。試験方法

と格付けが完全しているのは米国(ＦＳ，ＣＳ)と南阿

連邦の２つというところである。繊維板のジメンショ

ナル・スタビリティは重要な問題であるという認識は

皆持っているのであるが，これを規格に出来ないとい

う理由は，結局，試験するときに，繊維板がおかれて

いる環境の相対湿度に繊維板の含水率が平衡に達する

までの時間が極めて長くかかるので，たとえ繊維板製

造業者がこの試験を行っても試験の結果を工程にすぐ

アクションするという事は不可能になってしまうとい

うことが一番大きな原因であろうと考える。従って繊

維板製造工場での品質管理には殆んどこの試験は用い

られることがなく，たまたま，あるとしても，吸水試

験の際にその試験片のジメンションの変化を測定し

て，この試験の代行とするに過ぎないといわれてい

る1）。

　又，実際にこの試験をしてみるとよくわかることで

あるが試験片の形が小さいうちはわからないが，試験

片が大きくなるとソリとネジレの現象が加わってく

る。従って，これらのソリとネジレをみるのには，フ

ルサイズの繊維板から切取った小さな試験片で試験し

た結果で，もとのフルサイズの繊維板の性質を云々す

ることは不可能で，どうしても製造したそのままの大

きさの繊維板か，又は実際に使用するときの大きさの

繊維板で試験を行うことが必要となってくる2）。

　参考として規格以外のこういった種類の試験方法，

無機塩類の飽和水溶液を用いた調湿器，湿度計，試験

場所の状態と東北地方以北の各地の月平均気温と湿度

を示す。

　単位はすべてＣＧＳ単位に換算した。即ちＣＧＳ単

位を併記している場合にはそのＣＧＳ単位の方を，

ＣＧＳ単位への換算表がついている場合にはその換算
表通りに，さらにＣＧＳ単位でなく何も換算の仕方が

第1表　ジメンショナル・スタビリティのある規格
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ついていない場合には，後記の単位換算表によっ
た。

　規　格
　ジメンショナル・スタビリティの項の有無を第１表
に示す。さらにこの内容の概略を第２表に示す。

　その他の試験方法
　繊維板の伸ビ（線膨脹）， フクラミ（厚さの膨
脹），繊維板の表面と裏面に拝する相対湿度を変えた
ときのジメンショナル・スタビリティ，繊維板の試験
法ではないが木材の吸湿性試験方法および迅速法を第
３表にまとめた。

第1図　ASTM－D－1037－60T－A　によるダイアル・ゲージ・コンパレーター（単位：mm）

第2図　BS－1142－1961によるダイアル・ゲージ・コンパレーター（単位：mm）
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　写真1． 温湿度条件を一定に調節することのできる室内

　においたキャビネット。この写真ではドアサイズの大き

　さの板で試験を行っている。つまり，このキャビネット

　の一面を試験片ではっておく，そして，例えば，このキ

　ャビネットを置いてある室の温湿度条件を４℃，９０％

　 Ｒ.Ｈに調節しておく，このキャビネットの中に外部か

　ら電気的に調節できるヒーターを入れておき，キャビネ

　ット中の温度を２１℃に保つと，キャビネットの中の相

　対湿度はおのずから３０％になる。

　試験場所の状態
　日本工業規格による試験場所の標準状態と繊維類の
試験の際に温湿度条件の平衡をうつすためにはどの位
の時間を必要とするか，又いろいろな試験を行う試験
室の標準状態の撰択の値を，それぞれ第４表，第５表
および第６表に示した。さらに，東北地方以北の各地
の代表的な都市の月平均気温と月平均湿度を第７表に
示した。

　いわゆる常温常湿とは20℃士15deg．と　65士20％を
　組み合せたものをいう。

　無機塩類の飽和水溶液を利用した調湿器
　どのような化合物を使った場合にどのような相対湿
度がえられるかということについては前報7）8）を参考
にされたい。
　ここでは，こういった無機塩類の飽和水溶液を利用
して希望する相対湿度を手早く，かつ完全につくると
きの２，３の注意を示す9）。
  1．  無機塩類の飽和水溶液を入れた調湿器にフタを
  して長い時間放置する。
  2．  飽和水溶液の底の方からこまかい泡を送る。
  3．  多量の気体をこの飽和水溶液と平衡にすること
  はかなり困難であるが,少量の気体であれば比較的容
易である。

第3図　迅速法の調湿器

　　　　　第4表　試験場所の標準状態５ ）

（1）標準温度状態の級別

いわゆる常温とは標準温度状態４級（20℃土15deg：
５～35℃）をいう。

（2）標準湿度状態の級別

　いわゆる常湿とは標準湿度状態３級（65土20％：
　45～85％）をいう。

（3〉　標準温湿度状態の類別
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　4． 平衡を早く，かつ完全にするためには
同じ飽和水溶液を入れた容器をいくつか並
べ，それらを通して気体を循環させるとよ
い。

　日本工業規格9）では，測定した相対湿度の
値がほぼ一致している塩として，硝酸カリウ
ム，塩化カリウム，塩化ナトリウム，塩化マ
グネシウムの４つをあげている。これらの４

種類の塩の各温度における相対湿度を第８表
に示す。さらに，これらの塩のうちで，両極
端の相対湿度を示す硝酸カリウムと塩化マグ
ネシウムの溶解度を第９表に示す。

第5表　繊維類の試験で平衡に要する時間 5）

＊絶乾とは15min間隔で秤量しその前後の重量差が重量の
　0.1％以内になった状態をいう。

　　　　第6表　試験の種類と試験室の標準状態 5）

弟7表　東北地方以北の各地の月平均気温と月平均湿度 6）
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第8表　塩類の飽和水溶液と共存して平衡にある気体の相対湿度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

第9表　塩化マグネシウムと硝酸カリウムの溶解度＊

＊水100gに溶解する塩のg数

第10表　各　種　の　湿　度　計　の　概　略 9）



　湿　度　計
　ジメンショナル・スタビリティを測定するのには，
湿度条件を正確におさえる必要がある。そのために必
要ないろいろな型式の湿度計の方式，方式の基礎，種
類，およびそれらの利点と欠点を第10表に示す9）。

　単位換算表
　1．　長　　　さ
　　　　　　　1 in＝2.54 ｃｍ

　　　　　　　1 ft＝0.3048 ｍ

　2．　面　　積

　　　　　　　1 ft２＝0.0929 ｍ２

　3．　体　　積

　　　　　　　1 ＵＳ gal＝3.785 l

　　　　　　　1 Imp gal＝4.546 l

　　　　　　　1 ft３＝0.02832 ｍ３

　4．　質　　量

　　　　　　  1 lb＝0.4536 kg

　　　　　　　1 short ton＝0.9072 ｔ

　　　　　　  1 long ton＝1.016 ｔ

　5．　圧　　力

　　　　　　  1 lb/in２＝0.07031 kg/cm２

　6．密　　度
　　　　　　 1 lb/ft３＝0.01602 g/cm３

　7．　エネルギー

　　　　　　 1 hp＝0.7457 kW

 　　　　　　1 hp day＝17.9 kWh

　　　　 　　1 Btu＝0.2520 kcal

　　　　　　 1 Btu/lb＝0.555 kcal/kg

　　　　　　 1 hp day/short ton＝19.75 kWh/t

　　文　　献
 　4）　木材の吸湿性試験方法；JIS－Z－2105－1960

　5）　試験場所の状態：JIS－Z－8703－1961

　6）　理科年表：1963

　7）　西川介二：本誌　p．18，1/60

　8）  佐野　実：本誌　p．23，11/61

　9）  湿度測定法：JIS－Z－8806－1961

 10）　日本規格協会：海外規格ガイドブック－1962

　　　　　　　　　　     　　　－林指繊維板研究室－

各 国 の 繊 維 板 規 格


